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記⼊⽇ 2019 年 ⽉ ⽇（2019 年度のチャレンジプラン） 

実践団体名 ⽬⿊星美学園中学⾼等学校 

実践番号（団体内・年度内の通し番号） 22（地域との連携①） 

タイトル ⽣徒発信★ペットの命のためにできることを探そう︕地域

で活動しよう︕（「ペットと防災」についての地域活動） 

実践担当者のお名前 亰（ボランティアクラブ顧問） 

実践にかかった⾦額 ほぼ０円（学校負担として） 

実践の準備にかかった時間 数時間 

実践活動を実施した⽇時 ①2019 年 7 ⽉ 26 ⽇ 10 時 00 分〜12 時 00 分 

②2019 年 11 ⽉ 3 ⽇ 10 時 00 分〜15 時 00 分 

実践の所要時間 ①2 時間 ②5 時間 

実践の運営側で動いた⼈の⼈数 ① 6 ⼈（保健所職員・教員）  

②10 ⼈（保健所職員など・⽣徒ボランティア・教員） 

防災教育の対象者の属性 中学⽣・⾼校⽣・地域住⺠ 

防災教育の対象者の⼈数 ①2 ⼈（⽣徒）  

②はイベント全体の来場者数が 14,000 ⼈（公表値） 

実践を⾏った都道府県と市区町村 東京都世⽥⾕区 

実践を⾏った具体的な場所 ①世⽥⾕保健所 ②砧公園ねむの⽊広場 

★実践に必要だった特定の能⼒を

持った⼈・物品・ツール・知識等 

ペットと防災に関する資料 

 

達成⽬標 本プランは，昨年度，社会(公⺠)の授業の⼀環で，世⽥⾕区の災害対策

課職員から区の災害対策について話を聞いた⽣徒 2 名が，「ペットのた

めの防災について⾃分たちなりに調べて，地域住⺠に呼びかけをした

い」と申し出てきたことがきっかけで始まった。⽣徒が⾃ら⾒つけた課

題に対して，どのような解決策があるか考え，地域で⾏動を起こすこと

を⽬指し，教員はそれをサポートしたものである。 

どの⼒を⾝につけよ

うとしましたか︖  
 

知識・技能 かなり 

思考⼒・判断⼒・表現⼒ かなり 

学びに向かう⼒・⼈間性 ⼤いに 
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実践内容・⽅法 （１）事前打ち合わせ＠世⽥⾕保健所（7/18） 

・⽣徒のヒアリング調査の前に，保健所職員と

教員で約 1 時間の打ち合わせを⾏った。 

・打ち合わせで⽣徒が考えた質問項⽬をお伝え

して，7/26 当⽇は，質問に合わせた資料を準

備していただくことになった。 

・教員からは，区の取り組みに加えて，地域の課題や⽣徒に「お願い

したいことの提案」も含めてくださるようにお願いした。 

 

（２）⽣徒による保健所へのヒアリング調査＠保健所（7/26） 

当⽇は，4 名の職員の⽅がご参加くださり，⽣徒の質問に丁寧にお答

えくださった。事前に提出していた質問事項だけではなく，追加の質

疑応答にもお答えくださった。 

〇⽣徒からの「事前の質問と取り組みたいこと」の⼀部 

・保健所で⾏っている防災対策を知りたいです。 

・災害が起きたときに考えられるトラブルはどんなものがありますか 

・防災に限らず，保健所が抱えている課題を教えてください。 

・過去の災害でペット・動物や飼い主に起きたことから学んで，東京

で同じことが起こらないように活動したいです。 

・ペットを飼っている⼈に，防災を呼びかけたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

《お話を伺った主な内容》 

①保健所の仕事全般について 

②ペットと防災について，世⽥⾕区の取り組みや保健所が配布してい

る資料について 
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③地域におけるペットと防災の課題とどのような備えが必要か 

④⽣徒に期待していること 

 

（３）動物フェスティバルでのボランティア活動（11/3） 

・⽣徒 6 名が，ボランティアとして保健所のブースで活動した。保健

所ブースでは，ペットのための備えについての展⽰と，防災クイズ

が⾏われ，⽣徒は呼び込みやクイズ対応，資料配布などを⾏った。 

・ヒアリング調査に参加した⽣徒からは「保健所でもらった資料が詳

しくて分かりやすかったので，イベントで配布する担当をしたい」

という希望も出た。 

・災害時の動物⽀援に取り組む団体のブースが複数あり，⽣徒は情報

収集や交流ができた。 

 

 

 

 

 

 

 

得られた成果 ①当⽇の成果 

・動物フェスティバルは天気にも恵まれ，多くのペットを連れた住⺠

が来場した（イベント全体では 14,000 ⼈が来場）。本校としては，

初めて参加するイベントだったが，⽣徒⾃⾝も楽しみながら活動す

ることができた。開催時間いっぱい，途切れることなく多くの⼈が

ブースに⽴ち寄り，防災クイズや展⽰の⾒学をしてくださった。 

・ヒアリング調査にご協⼒くださった職員の⽅や地域で動物のボラン

ティア活動に取り組む⽅と⼀緒に，ブースを運営することで，「顔の

⾒える関わり」を深めることができ，⽣徒は社会との繋がりを広げ

ることができた。 

・動物フェスティバルには，多くのブースが出ており，「ペットと防

災」を軸に取り組む団体の展⽰も多くあった。⽣徒は他のブースを
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⾒学することで，様々な情報や活動に触れて，知識を楽しく得ると

共に，活動へのモチベーションを上げていた。教員も様々なブース

展⽰を⾒ることで，12 ⽉に⾏われる防災フェスタのブース作りにも

活かすことができた。 

・台⾵ 19 号の後ということもあり，「ペットと防災」への関⼼は⾼い

⼀⽅で，「どこに避難すればよいのか」といった⾏政に頼った質問も

あったので，⾃分のペットのために普段から⾃分で考えて備えてお

くことの重要性をお伝えした。 

②活動全体を通じて 

◎三⼈寄れば⽂殊の知恵︕⽣徒から教員が学ぶ防災教育 

・実践担当者は，防災に強い関⼼を持っているものの，ペットは飼っ

ていないため，正直，「ペットと防災」にあまり着⽬していなかっ

た。⽣徒の「思い」を受けて，今回の活動をマネージする中で，教

員の関⼼も⾼まり，改めて，「教員が⽣徒を教える防災教育」ではな

く，「教員と⽣徒が知恵を寄せ合いながら，アイディアを出し合いな

がら取り組む防災教育」の有効性・素晴らしさを実感した。 

◎防災活動のよいサイクルモデル 

今回は，中学時代に「防災参画型授業」を受けた⽣徒が，⾼校⽣にな

って，⾃らの課題意識を基に⾏動し，実際の地域活動まで実現できた

という，よいサイクルモデルになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

どのくらい⾝につき

ましたか︖  

知識・技能 ⼤いに 

思考⼒・判断⼒・表現⼒ かなり 

学びに向かう⼒・⼈間性 かなり 

授業を通じて，
防災に関⼼を持つ

⾃らの防災テーマ(課題)
を⾒つけて調査する

周囲を巻き込みながら，
実際の⾏動に移す

地域の防災⼒向上
に貢献できた実感
を持つ 
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課題・苦労・⼯夫 ◎学外との連携における防災「教育」に対するコンセンサスは重要 

・⽣徒の活動の前に教員と協⼒してくださる職員の間で打ち合わせを

したことで，防災「教育」のコンセンサスができていたので，当⽇

は，⽣徒たちがより効果的な学びが得られた。 

・学校側からは，「⾏政の対策」だけではなく，「地域の課題」につい

てのお話を希望した。 

⇒「地域にこういった課題がある」「解決⽅法を考えてみてほしい」と

投げかけてもらうことにより，⽣徒は⾃助意識を⾼めるだけでな

く，社会参画の意識と責任感を持つ。（逆に，「こんな対策をとって

います」という情報提供だけであると，⽣徒は「⾏政が準備してく

れる」と依存⼼を強める可能性がある。） 

⇒「地域と連携した防災教育」が推奨されているが，学外の協⼒者に

防災「教育」の⽅針を説明して，⼀定のコンセンサスを得ておくこ

とが必要である。教育の本質を説明して理解を得るために，事前打

ち合わせが重要であると今年度のプランを通じ，改めて認識した。 

・今回のヒアリング調査については，中学⽣の段階で教員に相談が来

ていたが，教員が忙しかったこともあってなかなか⾏動に移せなか

った。⽣徒が⾃らの課題を⾒つけた時に，スムーズに⽀援できる仕

組み作りを考えていく必要がある。 

・今回は，11 ⽉のイベントまでに⽣徒がオリジナルのチラシを作成す

るところまでは⾄らなかった。今後，活動を継続する中で，チラシ

や掲⽰物の作成までできると良い。 

◎イベントと台⾵ 19 号で，住⺠意識の変⾰の必要性を改めて認識 

・本校でもペットを飼っている⽣徒は多い。イベントで⾏政に頼る意

識の質問を受けたこと，台⾵ 19 号の際に地域でペットに関して混乱

があったことから，来年度の防災教育の重点項⽬の 1 つにしたい。 

★運営・実践の担当者が協⼒を求めた⼈や団体（関係者）について 

関係者の名前・団体名 世⽥⾕保健所⽣活保健課 

関係者の説明 動物担当の部署。 

関係者の連絡先 TEL 03-5432-1111（代表） 

 

⼯夫 

⼯夫 

課題 

課題 

課題 

苦労 

⼯夫 
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記⼊⽇ 2019 年 1 ⽉ 5 ⽇（2019 年度のチャレンジプラン） 

実践団体名 ⽬⿊星美学園中学⾼等学校 

実践番号（団体内・年度内の通し番号） 23（地域との連携②） 

タイトル 授業から社会参画しよう「⽣徒のアイディア×地域の⼒」

で臨む地域防災イベント（地域防災イベントへの参加） 

実践担当者のお名前 亰（社会科） 

実践にかかった⾦額 3 万円未満（印刷代・携帯トイレ材料・展⽰⽤パネル） 

実践の準備にかかった時間 1 ⽇ 

実践活動を実施した⽇時 2019 年 12 ⽉ 7 ⽇ 10 時 00 分〜13 時 00 分 

実践の所要時間 3 時間 

実践の運営側で動いた⼈の⼈数 8 ⼈︓⽣徒(1)・公園職員(2)・⾃治会(2)・他校⽣徒(2)・

教員(1) 

防災教育の対象者の属性 中学⽣・⾼校⽣・地域住⺠・防災関係者 

防災教育の対象者の⼈数 約 50 ⼈ 

実践を⾏った都道府県と市区町村 東京都世⽥⾕区 

実践を⾏った具体的な場所 砧公園ねむのき広場 

★実践に必要だった特定の能⼒を

持った⼈・物品・ツール・知識等 

携帯トイレづくりの材料，災害時のトイレの展⽰，展⽰物

とパネル 

 

達成⽬標 【⽬的・⽬標】 

学校近隣で開催される地域住⺠を対象とした防災イベントにおいて，

地域と協⼒して，⽣徒のアイディアを活⽤・具現化する。 

【背景・経緯】 

今回で 3 回⽬のイベントで，本校では昨年度から参加している。【実践

番号 10】で報告した通り，イベントの実施時期と本校の試験期間が重

なっていることから，昨年度は，教員のみでブースを出したところ，

効果的に啓発活動ができずに⼤いに反省した。以上のような昨年度の

「失敗」を今年度の教材とした。 

どの⼒を⾝につけよ

うとしましたか︖  
 

知識・技能 少し 

思考⼒・判断⼒・表現⼒ かなり 

学びに向かう⼒・⼈間性 ⼤いに 
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実践内容・⽅法 （１）準備・打ち合わせ 

第 1 回打ち合わせ（10/8）16:00〜17:30 

防災フェスタの各ブースを回るときに使⽤する，スタンプラリー⽤の

カードのデザインについて相談した。 

★スタンプラリーの第１ターゲット＝ファミリー層（たまたま公園に

遊びに来た幼児〜⼩学校低学年とその保護者） 

▼⽣徒のアイディア 

① スタンプラリーカードは，敢えて防災⾊をあまり強く出さずに，

季節に合わせてクリスマスカードをイメージしたデザインにする。

⼩さな⼦どもがスタンプを集めたくなるようなデザインにする。 

② スタンプラリー⽤カードには情報を詰め込まずに，別に防災啓発

⽤のチラシを作成して，スタンプラリー⽤カードと⼀緒に渡して保

護者に読んでもらう。チラシには，地域で防災に取り組む⼈たちか

ら，前向きに備えに取り組んでもらえるようなメッセージや情報を

集めて掲載する。⇒チラシ作成にあたっては，防災について学ぶ学

⽣や，東⽇本⼤震災を経験した⽅などからメッセージを集めた。 

◀打ち合わせの様⼦ 

スタンプラリーカードとチラシ

作成に協⼒した⽣徒は，公園職

員に対して，新しいアイディア

を出し，しっかりと意⾒を述べ

ていた。 

 

第 2 回打ち合わせ（11/7）15:00〜17:30 

① 本校の担当するブースの打ち合わせを⾏った。「どっきり⼀⾔カー

ド」【実践番号 24】のメッセージ案をお渡しした。 

② ⽣徒からスタンプラリー⽤カードのデザインを提案した。 

※この他，メールでの打ち合わせを複数回，⾏った。 

携帯トイレ作成（11/9）【実践番号 34】 

中 1 が作成した携帯トイレを⾒本・配布⽤として使⽤する。 
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（２）防災フェスタ当⽇ 

イベントに参加する前提として，本校⽣徒が防災フェスタ当⽇は，テ

スト期間で参加できなかったので，地域の皆さん（⾃治会と他校の中

学⽣ボランティア）の協⼒を得て，ブース展⽰・運営を⾏った。 
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◀携帯トイレの吸⽔実験コーナー 

法⼈格砧町⾃治会の⽅が様々なタイプの携帯トイレ

と尿に⾒⽴てた⾊⽔を使って，来場者に参加しても

らう実験コーナーを企画・運営してくださった。来

場者は，凝固剤が⽔を吸う様⼦を⾮常に興味深そう

に試していた。平常時に使い⽅を確認しておくこと

は，抵抗感を無くすためにも有効である。 

◀携帯トイレづくり 

中学⽣ボランティアがすぐに指導⽅法をマスターし

て，動き出してくれた。明るく分かりやすく説明し

てくれたため，来場者も丁寧に作業を⾏っていた。

来場者が作業しやすいように⾃分たちで考えて，材

料を予め設置する⼯夫も素晴らしかった。 

         

12/6 の教員研修のために，宮城県からお招きした先⽣が，防災フェス

タにもご参加くださった。設営段階から⾒学して，今後に向けてのア

ドバイスや地域住⺠に体験談をお話くださった。中学⽣にも，災害時

に中学⽣の⼒は⼤きな助けとなるというお話もしてくださった。 

得られた成果 ・⽣徒のアイディアが実際の形になり，達成感があった。イベントに

直接は参加できなくても，このような貢献の⽅法があることを知

り，新たな社会参画の経験になった。 

・中学⽣ボランティアは，防災の活動に参加するのは初めて 

・⾬天で⼈出は少なかったが，30 名ほどに携帯トイレづくり体験にご

参加いただいた。中 1 が作成した⾒本も 10 個ほど配布できた。 

・⾃治会の皆さんの協⼒があり，⾮常に⼼強かった。携帯トイレの吸

⽔実験の道具や展⽰物も⽤意してくださり，充実したブースになっ

た。三⼈寄らば⽂殊の知恵と⾔うが，他団体との協⼒・連携してア

イディアを出し合うとより良い活動が⽣まれると改めて実感した。 

どのくらい⾝につき

ましたか︖  

知識・技能 少し 

思考⼒・判断⼒・表現⼒ かなり 

学びに向かう⼒・⼈間性 かなり 
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課題・苦労・⼯夫 ・イベント主催者に，中学⽣には，防災イベントに⼀般参加者として

の参加を呼び掛けるだけではなく，「ボランティア」として募集した

⽅が，効果があることを学校視点から提案した。（本校の⽣徒の場合

も，役割のあるボランティアの⽅が，集まりやすい傾向にある。） 

・防災イベントに参加するときに，他校の⽣徒に当⽇，⾶び⼊りで⼿

伝ってもらう場合がある。その祭，活動の説明の際に，『魔法の⼀

⾔』を付け加えると，より責任感を持って取り組んでくれる。 

教員「皆さんは，⾸都直下地震が発⽣したら，何⼈の⼈を救えると

思いますか︖」 

⽣徒「1 ⼈くらい…︖」「助けられるかな…︖」 

教員「これまで⼤きな地震が起きるとトイレを我慢するために，⾷

事や⽔分を控えて体調を崩したり，命を落とす⼈もいました。だ

から今⽇，皆さんが，地域の⽅たちに災害時のトイレ問題につい

て説明することが，多くの⼈の命を救うことに繋がるかもしれま

せん。だから，⾃分の⾔葉で考えて，伝えてみてください。」 

・地域との連携の場合，学校⾏事との兼ね合いで⽣徒の参加が叶わな

いことは，今後も出てくる。今回を好事例として，多様な参加⽅法

を今後も模索していきたい。 

★運営・実践の担当者が協⼒を求めた⼈や団体（関係者）について 

関係者の名前・団体名 ①法⼈格 砧町⾃治会 ②世⽥⾕区砧まちづくりセンター 

③（公財）東京都公園協会砧公園サービスセンター 

関係者の説明 ①学校近隣の⾃治会で，積極的に防災活動に取り組んでいる。防災の

素晴らしいアイディアをいくつも実践しており，本校でも参考にさせ

ていただいている。また，2016 年に本校の⽣徒が⾏った防災ワーク

ショップをきっかけに，災害時のトイレの啓発活動にも取り組み，研

修会の企画や携帯トイレの地域への普及活動等を⾏っている。 

関係者の連絡先 HP: http://www.houzinnkakukinuta.com/ 

★この実践事例を通じてあなたが学んだことや誰かに伝えたいメッセージ 

伝えたい相⼿ ご協⼒くださった皆様 

伝えたい内容 本校だけでは実現できなかった企画でした。様々なアイディアを出し

合い，⼒を合わせると⼤きな⼒が⽣まれると思いました。 

⼯夫 

⼯夫 

課題 
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記⼊⽇ 2019 年 1 ⽉ 5 ⽇（2019 年度のチャレンジプラン） 

実践団体名 ⽬⿊星美学園中学⾼等学校 

実践番号（団体内・年度内の通し番号） 24（地域との連携③） 

タイトル あなたはそれでも準備しませんか︖ 

―「どっきり⼀⾔カード」⼤作戦︕ 

（炊き出し訓練の列に並ぶ⼈の⾃助意識を⾼める⼯夫） 

実践担当者のお名前 亰（社会科） 

実践にかかった⾦額 1000 円未満（カード印刷） 

実践の準備にかかった時間 数⼗分 

実践活動を実施した⽇時 2019 年 11 ⽉ 22 ⽇作成→2019 年 12 ⽉ 7 ⽇配布 

実践の所要時間 15 分（1 ⼈あたりの作業時間） 

実践の運営側で動いた⼈の⼈数 1 ⼈（カード作成に協⼒した⽣徒は 23 ⼈） 

防災教育の対象者の属性 中学⽣・地域住⺠・防災関係者 

防災教育の対象者の⼈数 約 100 ⼈（＝カード配布枚数） 

実践を⾏った都道府県と市区町村 東京都世⽥⾕区 

実践を⾏った具体的な場所 都⽴砧公園 ねむのき広場 

★実践に必要だった特定の能⼒を

持った⼈・物品・ツール・知識等 

「どっきり⼀⾔カード」 

 

達成⽬標 【⽬的・⽬標】 

・防災イベントでふるまわれる炊き出しカレーと共に，⽣徒の防災⼀

⾔アドバイスを集めた「どっきり⼀⾔カード」を配布することで，

地域住⺠の防災意識をちょっと⾼める。 

・炊き出し訓練に並んだ⼈が「災害が起きたら，同じようにここに並

べばいいんだ」と勘違いすることを防ぎ，むしろ「今⽇の帰りに早

速スーパーに寄って，必要なものを探してみよう」と思って⾏動し

てもらえることを⽬標とする。 

【背景・経緯】◆炊き出し訓練による「防災の誤謬
ごびゅう

」︕ 

・イベントにおいて「⾷べ物」は魅⼒的な出し物であり，防災イベン

トにおいても集客⼒を⾼める。しかし，以前，地域で⾏われた炊き

出し訓練では，たまたま通りかかった⼈がどんどん列に並んでカレ
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ーだけを受け取る様⼦があった。「災害が起きたら，こうやって炊き

出しを受けられる」という防災依存⼼を⾼めているように⾒えた。 

・1 学期に実施した中 3 の防災化授業【実践番号 10】で，⽣徒が地域

住⺠の⾃助意識を⾼める防災イベントの企画を提案した。その中

に，「炊き出しの⾷べ物と⼀緒に，メッセージカードを付ける」とい

うアイディアがあり，本プランとして採⽤した。 

どの⼒を⾝につけよ

うとしましたか︖  
 

知識・技能 少し 

思考⼒・判断⼒・表現⼒ かなり 

学びに向かう⼒・⼈間性 かなり 

実践内容・⽅法 （１）カード作成の流れ 

① ⽣徒による防災イベントのアイディアの提案（1 学期実施） 

 ⇩ 

② ⼀⾔カード案の作成（授業時間数に余裕のあった 1 クラスが協⼒） 

※公⺠的分野の授業内での位置づけは，「⾏政権の拡⼤・⾏政改⾰」の

単元において，防災の⾏政依存の問題に関連させて。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 ⽉ 7 ⽇の砧公園での防災フェスタでは，1 学期に皆さんが提

案したアイディアが⾊々と採⽤されることになりました︕ 

その中の 1 つが，昨年はただカレーを配っただけの炊き出し訓練

で，⾷べ物と⼀緒に「⼀⾔カード」を配るというもの。 

読んだ⼈が，「炊き出しの列に並べばいいや，と思い込んでいたけ

れど，そうではなく，⾃分や⾃分の⼤切な⼈のために⾃分で備え

よう︕」「今⽇の帰りに早速スーパーに⾏ってみようかな」と思う

ような「メッセージのアイディア」を提案してください。（いくつ

でも︕）メッセージやデザインなどを提案してください。 

東京では電気・ガス・⽔道がストップするような地震が起きた時，
どんなことが起きると思いますか︖ 想像してみよう︕ 

いつか来るその⽇のために･･･ 

普段から⾃分で備える意識を広めよう︕ 

授業 

プリント 
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 ⇩ 

③ 砧公園の職員による投票 

→得票数が多いフレーズをそれぞれの⽣徒に清書してもらった。 

※⽣徒のメッセージは，割とストレートで遠慮のないものもあるの

で，配布して⽀障のないものを，イベントの主催者にも選んでもら

った。防災活動において，⾔葉の選び⽅で誤解されるリスクは避け

ていきたい。 

 ⇩ 

④「どっきり⼀⾔カード」の作成 

⽣徒の⼿書きメッセージをスキャナーで取り込んで，カードを作成

した。砧公園職員から，パソコンで打つよりも⽣徒の⼿書きの⽅が

良いとアドバイスをいただいた。 

 

（２）イベント当⽇ 

⾚⼗字婦⼈部担当の炊き出しコーナーで，配布していただいた。 
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▼配布したカード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

得られた成果 ・短い作業時間にも関わらず，ミッションの内容を掴み，ユニークな

⼀⾔がたくさん出てきた。 

・⽣徒のアイディアが実際の形になり，達成感があった。イベントに

直接は参加できなくても，このような貢献の⽅法があることを知

り，新たな社会参画の経験になった。 

・初めての試みだったが，⾯⽩い取り組みになったと⾃負している。 

どのくらい⾝につき

ましたか︖  

知識・技能 少し 

思考⼒・判断⼒・表現⼒ かなり 

学びに向かう⼒・⼈間性 かなり 

課題・苦労・⼯夫 ・⽣徒の⼿書きのメッセージをそのまま使ったので，親しみの持てる

カードになったと思う。「⼦ども・若者には⼤⼈を動かす⼒がある」

と感じているが，このような形でも⼦ども・若者ならではの良い影

響を⽣むと思った。今後も，このような⼦どもたちの⼒を活かすア

イディアを考えていきたい。 

・当⽇は，⾬天のため，⼈出は少なかったが，今後も引き続き，機会

を⾒つけて「どっきり⼀⾔カード」を作成・配布していきたい。 

⼯夫 

苦労 
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記⼊⽇ 2019 年⽉⽇（2019 年度のチャレンジプラン） 

実践団体名 ⽬⿊星美学園中学⾼等学校 

実践番号（団体内・年度内の通し番号） 25（地域との連携④） 

タイトル 「私たちにできること」忘れない思いをカタチに Vol.3 

（書道部による 3.11 追悼イベントのための⼤型作品・⽵

灯篭作り） 

実践担当者のお名前 伊藤（書道科主任）・須藤（書道部顧問） 

実践にかかった⾦額 ３万円未満（材料・送料） 

実践の準備にかかった時間 数時間 

実践活動を実施した⽇時 2019 年 12 ⽉上旬〜2020 年 2 ⽉下旬 

実践の所要時間 36 時間 

実践の運営側で動いた⼈の⼈数 3 ⼈ 

防災教育の対象者の属性 中学⽣・⾼校⽣ 

防災教育の対象者の⼈数 10 ⼈（書道部部員） 

実践を⾏った都道府県と市区町村 ①東京都世⽥⾕区 ②宮城県亘理郡亘理町 

実践を⾏った具体的な場所 ①⽬⿊星美学園中学⾼等学校 書道室 

②⼭元みんなのとしょかん敷地（追悼イベント会場） 

★実践に必要だった特定の能⼒を

持った⼈・物品・ツール・知識等 

⼤型作品︓⼤型作品⽤書道⽤紙（9.5M×２本），墨汁，イ

ベントカラー／⽵灯篭⽤イラスト︓プラスチック障⼦紙，

マジック，クレヨン 

 

達成⽬標 【⽬的・⽬標】 

2020 年 3 ⽉ 11 ⽇に宮城県の⼭元町で⾏われる追悼イベントの会場に

展⽰する⼤型の書道作品を作成する。書道部部員が⾔葉やデザインを

⼀から考えて，協⼒して完成させる。 

【背景・経緯】 

被災地ボランティア研修で繋がりができた⼭元町の町⺠の⽅から，作

品の作成を依頼され，今回で 3 年⽬の取り組み。 

どの⼒を⾝につけよ

うとしましたか︖  
 

知識・技能 ⼤いに 

思考⼒・判断⼒・表現⼒ ⼤いに 

学びに向かう⼒・⼈間性 ⼤いに 
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実践内容・⽅法  依頼  ⼭元町の追悼イベントの実⾏委員から作品の依頼を受ける 

 ⇩ 

 作成  

①書道部員で話し合い，作品の構図と⾔葉を考える 

★中⼼となる⾔葉︓「光を灯す ⼼に灯す」 

②学年ごとのメッセージを考える 

学年ごとに懸命に⾔葉を選び，ふさわしい表現か先輩からアドバイス

を受けながら推敲を重ねる。 

③作品を作成する（2 作品作成） 
 

 

 

 

 

 

 

 

④⽵灯籠作り 

プラスチック障⼦紙を使⽤して，⽵灯篭⽤のイラストも，同時並⾏で

作成した。 

 ⇩ 

⑤校内報告（1/18） 

学校⾏事の中で，全校⽣徒の前で作品と活動について紹介する。 

全校⽣徒が被災地に⼼を向け，関⼼を持つ機会にもなっている。 

 ⇩ 

⑥現地へ送る→2020 年 3 ⽉ 11 ⽇に追悼⾏

事の会場に展⽰される 

 

◀参考︓以前の様⼦ 

（2018 年 3 ⽉ 11 ⽇撮影） 
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得られた成果 チャレンジ︕書道部ならではのスキルを活かして被災地に貢献する 

①⽣徒各⾃が真剣に取り組み，書いて表現し，追悼イベントに作品を

通じて参加できる経験は，指導者としては，この上ない教育活動で

あると考えている。やり直しのきかない⼤型作品なので，失敗でき

ない緊張感とプレッシャーも書道の学びとなる。 

②⽣徒がオリジナルのメッセージを考え，⼼を込めて作品を作成し

た。書道部ならではの活動で貢献することで，⾃らのスキルを活か

して社会に貢献する意識を持つことができた（＝プロボノの体験）。 

③被災地ボランティア研修に参加経験のある⽣徒から，参加経験のな

い⽣徒に経験を伝える機会になっている。書道部は，希望者制の

「被災地ボランティア研修」への参加率が毎回，⾼い。部員が被災

地研修に参加していたことから，この作品作りの依頼を受け，さら

に作品作りを通じて下級⽣が関⼼を持ち，参加に繋がる良いサイク

ルが⽣まれている。活動を継続するのは簡単なことではないが，「思

い」が先輩から後輩に受け継がれるのが，本校の防災教育・被災地

⽀援活動の良い点であると⾃負している。 

どのくらい⾝につき

ましたか︖  

知識・技能 ⼤いに 

思考⼒・判断⼒・表現⼒ ⼤いに 

学びに向かう⼒・⼈間性 ⼤いに 

課題・苦労・⼯夫 本プランは，「時間が経ってから，現地のニーズに合わせて活動する」

という⽅法があるという「防災『⽀援』教育」にも繋がる。今回の事

例を授業でも，紹介していきたい。本校では，「⽀援する側」の防災教

育の必要性にも着⽬している。災害発⽣直後に，闇雲に⼦どもたちの

作品やメッセージを送ることは，「⽀援物資のミスマッチ」に繋がる可

能性があり，課題と捉えている。 

 

  

⼯夫 

課題 
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記⼊⽇ 2019 年 ⽉ ⽇（2019 年度のチャレンジプラン） 

実践団体名 ⽬⿊星美学園中学⾼等学校 

実践番号（団体内・年度内の通し番号） 26（地域との連携⑤） 

タイトル 「どうせ助からない」を減らすために 

（地域交流会での⽣徒によるミニ防災講座） 

実践担当者のお名前 亰（ボランティアクラブ顧問） 

実践にかかった⾦額 ほぼ０円 

実践の準備にかかった時間 数⼗分 

実践活動を実施した⽇時 ①2019 年 7 ⽉ 16 ⽇ 14 時 00 分〜16 時 00 分 

②2019 年 12 ⽉ 17 ⽇ 14 時 00〜16 時 00 分 

③2020 年 2 ⽉ 17 ⽇ 14 時 00〜16 時 00 分（予定） 

実践の所要時間 5〜10 分（2 時間のイベントの⼀環として） 

実践の運営側で動いた⼈の⼈数 指導した⽣徒数 ①4 ⼈ ②1 ⼈ 

防災教育の対象者の属性 中学⽣・⾼校⽣・地域住⺠ 

防災教育の対象者の⼈数 ①約 50 ⼈ ②約 40 ⼈ 

実践を⾏った都道府県と市区町村 東京都世⽥⾕区 

実践を⾏った具体的な場所 学校近隣の団地集会所 

★実践に必要だった特定の能⼒を

持った⼈・物品・ツール・知識等 

（知識）東北福祉⼤学考案の「エコノミークラス症候群予

防体操（愛称︓さんあい体操）」 
https://www.tfu.ac.jp/gensai/image/economi-taisou.pdf 

 

達成⽬標 【⽬的・⽬標】 

・災害に対して「諦めの意識」を持つ住⺠に対して，⽣徒が明るく防

災について，呼びかけることで，少しでも前向きに防災に取り組ん

でもらえることを⽬指す。 

・この経験を通じて，⽣徒⾃⾝がエコノミークラス症候群予防の知識

と技能を⾝につけ，主体的に⾏動する態度を養う。 

【背景・経緯】 

①宮城県の私⽴学校教員から，東⽇本⼤震災を経験して，分かったこ

ととして，「地域との連携が無ければ，災害は乗り越えられない」と

いうアドバイスを受ける。 
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⇒現状としては，公⽴に⽐べて，私⽴学校は地域との関係が薄くなり

がちであるため，校内の防災対策を進めるのと同時に地域との連携

も模索してきた。その実践の中で，「災害時の連携」を⽬指すのであ

れば，「普段からの繋がり」が必要であることに気づき，防災以外で

も地域との交流の機会を増やしている。 

②地域住⺠と交流する中で，⽣徒から「防災の話題を出したら，『災害

が起きたら，私は助からないから諦めている』『備えても災害が来た

らどうしようもないから…』と⾔われた」という報告があった。 

⇒被害想定が⼤きい沿岸部に限らず，学校の近隣でも「住⺠の諦め」

意識が課題であることが浮かび上がった。 

どの⼒を⾝につけよ

うとしましたか︖ 
 

知識・技能 かなり 

思考⼒・判断⼒・表現⼒ かなり 

学びに向かう⼒・⼈間性 かなり 

実践内容・⽅法 定期的に本校の⽣徒が参加している地域住⺠との交流会

の中で，⽣徒による「ミニ防災講座」の時間をとらせて

もらっている。 

今年度の交流会では，エコノミークラス症候群を予防す

る「さんあい体操」を実践している。 

体操の前に，⽣徒がエコノミークラス症候群や備えるこ

との⼤切さについて説明してから，実践している。 

得られた成果 ・温かい雰囲気の中で，参加者全員で楽しく明るく体操ができた。 

・初めて体験する⽣徒も多いが，「⼀緒に体験する」「⾃分たちが教え

る側になる」という経験を通じて，しっかりと⾝体を動かす様⼦が

⾒られた。実践しながら，⾝につけることができた。 

どのくらい⾝につき

ましたか︖  

知識・技能 かなり 

思考⼒・判断⼒・表現⼒ かなり 

学びに向かう⼒・⼈間性 ⼤いに 

課題・苦労・⼯夫 ・短い時間の取り組みなので，どの程度，住⺠の意識改⾰や⾏動変容

につながっているかは分からないが，少なくとも明るい印象作りに

は貢献できていると思う。また，参加した⽣徒⾃⾝の意識向上と技

能習得には確実につながっている。 

課題 


